つまり シグナル がさが つたと いう だけの ことです。 

一 晚に 十四 回 も ある ことなの です。 

ところが そのつ ぎが 大 へんです。 

さっきから 線路の 左が わで、 ぐ わ あん、 ぐ わ あんと 

うなって いたでん しんば しらの 列が 大威張りで 一 べん 

に 北の ほうへ 歩き だしました。 みんな 六つの 瀬戸 もの 

かざ ゃリ 

の エポレット を 飾り、 てっぺんに はりがねの 槍 をつ け 

とたん かたあし 

た 亜鉛の しゃつ ぼ を かぶって、 片 脚で ひよ いひよ い 

やって 行く のです。 そして いかにも 恭ー をば かにした 

ように、 じろ じろ 横め でみ て 通りす ぎます。 

t 力し 

うなり も だんだん 高くな つて、 いま はいかに も 昔 



できませんでした。 こっち は あいかわらず どんどん 

や つ て 行きます。 

「ドッ テテ ドッ テテ、 ドッ テテ ド、 

寒さ はだえ を つんざく も 

うでぎ 

などて 腕木 をお ろすべき 

ドッ テテ ドッ テテ、 ドッ テテ ド 

暑さ 硫黄 をと かすと も 

いかでお とさん エポレット ご 

どんどん どんどん やって 行き、 恭ー は 見て いるの さ 

え 少しつ かれて ぼんやりな りました。 

でんしんば しらは、 まるで^の 水の ように、 次から 



りと あがって、 月 はまた うろこ 雲の なかには いり まし 

た。 

ていしゃば 

そして 汽車 は、 もう 1: 車 場へ 着いた ようでした。 
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